














































































































































（３） フードマイレージ 「買い物ゲーム」 
（ねらい）フードマイレージを学び、食が交通、消費、
　　　　　環境などいろんなものとつながりがあると
　　　　　いう考え方に出会う。
フードマイレージ買い物ゲーム（３）
　フードマイレージ教材化研究会「食と交通と環境」
増補版参照
（準備物など）あおぞら財団より教材セット
（小学生用）「食材カード」「交通手段カード」「お店
　　　　　　選択カード」
ワークシート「夕食のメニューを考えよう」
　　　　　　食料自給率の資料　など
　４～６名の班を作り、まず夕食のメニューを考える。
その食材を購入するにあたり購入のための交通手段を
含めて買い物ゲームをする。
　メニューは班の話し合いで、一つの家族を想定する。
予算は主食、調味料を入れずに班あたり1400円として
概ね４人家族を想定する。
　あおぞら財団作成の食材カード（小学生用　39品
目）を用いて班の全員で買い物をする。学生もこれは
ワクワクするらしく真剣に話し合って買い物をする。
この後もプログラムはテキストを利用してもよいがあ
まり膨らませすぎず純粋に買い物に焦点を当てるのが
フードマイレージの考え方に出会ったときのインパク
トがあるようである。予算が決められているので金額
に縛られ、どうしてそれを選んだのかを発表させると
本音が出てくるところがおもしろい。各班の考え方を
発表させ食材カードを使って十分意見を出させると実
物を扱うのと同様の効果が期待できる消費者教育を展
開することができる。
　産出国（県）、輸送の距離、輸入の様子、食料自給
率そして、フードマイレージの考え方を導入する。
　食材カードは食品が写真で表され産地と値段が添付
されている。カードの裏には★印でフードマイレージ
に関わる情報が載せられている。ジャガイモなどは北
海道産120円と兵庫産140円の２つを用意してあり、そ
れぞれの★は15と１である。
　★のマークは「フードマイレージに関わること」を
買い物ゲームの終わりに告げるのであるがここからが
本題に入るところである。多くの学生は買い物ゲーム
で予算内で買えたことや自分たちがよい買い物をした
ことに大変満足していたが★の数を計算し少ない方が
地球にとって優しい買い物であったことに気付き驚き
の声をあげる。多くの学生がフードマイレージという
ことばになじみがなかったようでそういう考え方もあ
るのだと気付く。
　買い物ゲームで地域にある野菜や特産物に目が向
く。次の課題への布石として「自分の住む地域にはど
んな野菜が出回っているのか買い物を通して調査す
る」ことを伝えておく。（正月など、帰省の折や特別
な行事があるときに遭遇するように仕掛けるとやりや
すい。）
　小学生の指導の時期についてはいろいろ考えること
ができ、たとえば、５年生で行うなら青野菜について
の一通りの学習を終えた時点で取り上げるのがよいか
もしれないし、６年生なら、すべての基礎的な食品を
学習し終えてからが面白いだろう。
　小学校家庭科で何度か行う調理実習に際して食材を
見極める目を養わせるチャンスがあるが、家庭におい
ては、日々の暮らしにおける食材の買い物の経験が少
なすぎる。学校でも調理実習に使うものを自ら選ぶ経
験をさせていくとよいのであるが、好条件の販売店が
あるわけでなく、結局指導者が選び、説明するだけに
なる。そんな時今回用いたあおぞら財団の「食と環境、
消費」に関わる学習キットは使いよいものである。
　「はじめに」でも述べたように「食育」を推し進め
ていくとき、決して多くない家庭科の時間を有効に
使って推進する価値があると感じられる。
　学生が実際にゲームを体験したあとで「自分が指導
者だったら」このように指導するということを考えた
ものが多数いたことはゲームの有用性を示しているも
のと思われる。
（４） ふるさと野菜
（ねらい）自分の住む地域の特産物を調べる
　学生が「フードマイレージ買い物ゲーム」から地産
地消の考え方が大事であると理解した段階で私は大学
構内で育成中の「吹田くわい」の実物を見せ、「吹田
くわい」がなぜ大学構内で栽培されているか、これに
まつわる話を聞かせながら「なにわ伝統野菜」の説明
を試みた。
　学生を出身地域または、現在住んでいる地域などで
分け、ふるさとを語りながら食、食文化について自ら
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の地域の特産物（特に伝統野菜）を調べることを課題
にした。長期休みを挟んでまとめたものを交流、発表
（プレゼンと提出物）させた。総合的な学習の時間に
あるような調べ活動の授業風景ではあるが学生の調べ
活動第一段階は、携帯電話による検索である。小学生
とはちがう風景であるがコンピュータでの資料に関し
てはニュースが新しいのはよいが正しさの面では吟味
を要することを付け加えた。
（５） 発表
（ねらい）自分の考えをしっかり説明できること。そ
　　　　　の際、絵や図表などを効果的に用いた活動
　　　　　を工夫すること。
　家庭科だけではなくすべての教科において「言語を
豊かにし知識及び技能を活用して生活の課題を解決す
る能力を育む視点の重視が言われている」が課題解決
のため自分が理解するとき同様、人に伝えるとき共感
を持って傾聴したり、いっしょに考えてもらうため
に何をどんな形で提示すればよいかまた、人にうま
く伝えるにはどんな方法がよいかを考えさせた。「発
表会」を設定することにより意欲が増したようである。
以下数点を紹介する。
●「京都山城たけのこ」　小さい頃からのたけのこ堀
の経験や、おいしく食べる料理レシピなどを新聞形
式でまとめる。自分の経験を前面に出し、インタビ
ューなどないように活気がある発表であった。
●「いかなご」　高校時代通った駅で季節になると流
れるいかなごの歌を紹介
●天王寺蕪について吹田くわい同様、市内小学校で栽
培していることや教師になったときの取り組みにつ
いて言及しているもの
●「我が家のおせち」の紹介など、発表の後の交流は
盛り上がりを見せ環境を考えることの一つに伝統を
知ること、子どもたちに伝えることを学び取ったよ
うである。
おわりに
　フードマイレージのゲームの後には、フェアトレー
ド問題、その他食品の安全性に関する問題などもう少
し深く掘り下げるべきであったが時間切れになった。
しかし、家庭科教育の中で指導者の意識の変革を狙う
題材の開発という点では概ね達することができた。
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